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一
日
目
全
体
会

　

今
年
の
全
国
大
会
は
五
月
三
十
一
日
、

六
月
一
日
の
二
日
間
、
東
京
の
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
開
催
さ
れ
た
。
事
前

に
百
十
五
首
が
提
出
さ
れ
、
全
国
の
仲

間
と
の
学
び
と
交
流
の
機
会
と
な
っ
た
。

　

小
島
ゆ
か
り
氏
の
開
会
挨
拶
の
後
、

「
か
り
ん
」
の
川
野
里
子
氏
と
小
島
ゆ

か
り
氏
と
の
対
談
「
あ
の
頃
、
わ
た
し

た
ち
は
〜
宮
柊
二
没
後
四
十
周
年
に
思

う
」
が
行
わ
れ
た
。

　

今
年
は
宮
柊
二
の
没
後
四
十
年
の
節

目
の
年
に
当
た
る
。
宮
柊
二
の
最
晩
年

の
歌
集
か
ら
対
談
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

川
野
氏
は
宮
柊
二
の
『
純
黄
』
か
ら

・ 

野
戦
に
て
聞
き
し
野
犬
の
な
く
声
の

す
さ
ま
じ
か
り
し
を
思
ふ
秋
の
夜

を
引
い
て
、
「
塹
壕
に
泥
に
ま
み
れ
て

潜
ん
で
い
た
過
去
を
思
い
出
し
て
い

る
」
「
宮
柊
二
が
戦
争
と
い
う
重
い
過

去
を
最
晩
年
に
ま
で
引
き
ず
っ
て
い

た
」
と
指
摘
し
た
。

小
島
氏
は
同
じ
『
純
黄
』
か
ら
、

・ 

中
国
に
兵
な
り
し
日
の
五
ケ
年
を
し

み
じ
み
と
思
ふ
戦
争
は
悪
だ

の
歌
を
取
り
上
げ
、
口
語
字
余
り
の

「
だ
」
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
語
る
と

と
も
に
、
そ
の
後
の
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ

世
代
の
口
語
短
歌
と
の
質
の
違
い
に
つ

い
て
言
及
し
た
。

　

そ
の
後
宮
柊
二
の
死
を
起
点
に
、
翌

年
の
『
サ
ラ
ダ
記
念
日
』
な
ど
十
年
間

に
発
表
さ
れ
た
歌
集
十
五
冊
か
ら
歌
を

選
び
、
そ
の
時
代
の
特
有
の
事
象
に
体

　
　

 

大
会
日
程

第
一
日　

5
月
31
日

　

12
時
00
分　

受
付

　

13
時
00
分　

開
会
挨
拶　

小
島
ゆ
か
り

　

13
時
15
分
〜
15
時
15
分　

対
談

 

テ
ー
マ
：
「
「
あ
の
頃
、
わ
た
し
た
ち
は
」
〜
宮
柊
二
没
後
40
周
年
に
思
う
〜

 

川
野
里
子
（
か
り
ん
）・
小
島
ゆ
か
り

　

16
時
00
分
〜
18
時
00
分　

グ
ル
ー
プ
歌
会
Ｉ

　
（
Ａ
）
助
言
者
：
大
野
・
小
島
ゆ
・
鈴
木
竹
・
田
中　

司
会
：
山
下

　
（
Ｂ
）
助
言
者
：
小
田
部
・
桑
原
・
鈴
木
千
・
田
宮
・
松
尾　

司
会
：
前
中

　
（
Ｃ
）
助
言
者
：
木
畑
・
高
野
・
藤
野
・
水
上
芙　

司
会
：
四
野
宮

　
（
Ｄ
）
助
言
者
：
大
松
・
影
山
・
小
島
な
・
福
士
・
水
上
比　

司
会
：
瀬
尾

　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分　

懇
親
会

第
二
日　

6
月
1
日

　

9
時
30
分
〜
10
時
00
分　

フ
リ
ー
タ
イ
ム

　

10
時
00
分
〜
11
時
40
分　

グ
ル
ー
プ
歌
会II

　

11
時
50
分
〜
12
時
20
分　

表
彰
・
総
評

　

12
時
30
分
〜
14
時
00
分　

さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

〈﹇
参
加
者
名
簿
﹈
＊
部
分
参
加
者
・
当
日
欠
席
者
を
含
む
。〈
北
海
道
〉
斎
藤
嶺
也
・
志

賀
日
出
子
・
高
橋
妙
子
・
瓢
子
朝
子
〈
青
森
県
〉
福
士
り
か
〈
岩
手
県
〉
千
葉
喜
恵
・

吉
田
史
子
〈
宮
城
県
〉
川
端
冨
起
子
・
国
崎
萌
子
〈
茨
城
県
〉
阿
部
恭
子
・
金
子
智
佐

代
・〈
群
馬
県
〉
善
如
寺
裕
子
〈
埼
玉
県
〉
島
本
ち
ひ
ろ
・
田
中
愛
子
・
中
津
川
勒
坐
・

三
浦　

優
・
村
田
淳
子
〈
千
葉
県
〉
秋
山
幸
子
・
伊
沢 

玲
・
大
西
淳
子
・
尾
崎
潤
子
・

二
〇
二
六
年
コ
ス
モ
ス
全
国
大
会
の
記�

東
京
／
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
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験
談
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
語
り
合
っ
た
。

　

今
回
特
筆
す
べ
き
試
み
と
し
て
、
こ

の
対
談
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
生
配
信
さ
れ

た
。
視
聴
し
た
な
か
に
は
遠
く
海
外
の

会
員
も
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

次
に
グ
ル
ー
プ
歌
会
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
の
懇
親
会
で
は
日
本
舞
踊
披
露
す

る
会
員
や
初
参
加
の
会
員
の
登
壇
が
あ

り
、
盛
況
の
大
会
初
日
で
あ
っ
た
。

 

（
人
見
江
一
）

Ａ
グ
ル
ー
プ
歌
会
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）
報
告

　

素
晴
ら
し
い
対
談
の
余
韻
の
な
か
、

ゲ
ス
ト
の
川
野
里
子
さ
ん
に
も
ご
参
加

を
頂
き
、
二
十
九
首
を
批
評
。

　

一
読
し
て
歌
意
の
わ
か
る
歌
も
あ
れ

ば
、
解
釈
の
難
し
い
歌
や
読
み
の
分
か

れ
る
歌
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
と

助
言
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

・ 

蜘
蛛
の
子
の
足
し
な
や
か
な
晩
春
の

日
ご
と
に
戦
地
ひ
ろ
が
る
地
球

　

上
の
句
を
序
詞
と
し
て
詠
ん
だ
時
事

詠
か
。
小
さ
く
と
も
懸
命
な
生
と
、
戦

争
を
続
け
る
愚
か
な
人
間
を
対
比
さ
せ

た
歌
な
の
で
は
な
い
か
。

・ 

放
課
後
の
教
室
に
吹
く
風
の
名
を
友

と
考
え
て
た
十
五
歳

　

中
三
か
高
一
か
。
近
況
か
回
想
か
。

そ
の
よ
う
な
理
屈
は
全
く
要
ら
な
い
、

か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
詠
ん
だ
歌
で

は
な
い
か
。

　

い
か
に
作
品
を
推
敲
す
る
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
「
作
者
の
方
向
性
を
大

切
に
」
と
い
う
川
野
さ
ん
の
お
言
葉
が

た
い
へ
ん
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

貴
重
な
助
言
と
し
て
、
せ
っ
か
く
見

つ
け
た
良
い
フ
レ
ー
ズ
を
最
大
限
に
生

か
す
た
め
、
発
想
を
大
き
く
展
開
す
る

こ
と
、
組
み
合
わ
せ
た
も
の
を
よ
り
強

く
ぶ
つ
け
る
こ
と
、
上
の
句
と
下
の
句

を
両
方
と
も
比
喩
に
し
な
い
こ
と
、
予

定
調
和
や
使
い
古
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
か

影
山
一
男
・
城
戸
真
紀
・
黒
岡
美
江
子
・
小
栂
礼
子
・
椎
名
恵
理
・
高
野
公
彦
・
闘　

苦
朗
・
豊
島
秀
範
・
藤
野
宏
子
・
役
重
隆
子
〈
東
京
都
〉
浅
田
み
ど
り
・
荒
川
ゆ
み
子
・

伊
藤
弘
通
・
岩
本
豊
子
・
大
松
達
知
・
小
笠
原
麻
美
・
貝
塚　

薫
・
勝
木
ひ
さ
子
・
桑

原
正
紀
・
小
島
な
お
・
小
島
ゆ
か
り
・
小
林
登
喜
恵
・
坂
本
大
助
・
四
野
宮
和
之
・
柴

田
佳
美
・
清
水
美
里
・
関 

裕
子
・
武
井
恵
子
・
田
村
悦
子
・
中
村
敬
子
・
能
勢
玉
枝
・

北
条
忠
政
・
保
坂
知
子
・
前
中 

映
・
松
尾
祥
子
・
水
上
比
呂
美
・
宮 

梓
一
・
宮
崎
洋
子

〈
神
奈
川
県
〉
片
岡
絢
・
斎
藤
美
衣
・
末
光
奈
緒
子
・
高
橋
美
羽
子
・
谷　

真
樹
・
新
美

亜
希
子
・
人
見
江
一
・
福
島
健
太
郎
・
松
村
千
津
子
・
水
上
芙
季
・
吉
本
美
加
〈
新
潟

県
〉
黒
石 

孝
・
佐
藤
弥
生
・
田
宮
朋
子
・
長
谷
川
綾
子
・
林
あ
ゆ
み
・
真
島
陽
子
・
山

下
佐
保
〈
富
山
県
〉
上
野
博
之
・
沢　

麗
子
・
西
嶋
圭
子
・
西
村
好
美
〈
福
井
県
〉
内

藤
丈
子
〈
長
野
県
〉
斉
藤
淳
子
・
洞
田
哲
子
・
三
浦
陽
子
〈
静
岡
県
〉
梅
沢
佳
子
・
小

田
部
雅
子
・
白
川
ユ
ウ
コ
・
榛
葉
貞
代
・
椋
本
信
枝
〈
愛
知
県
〉
鈴
木
竹
志
・
三
木
裕

子
〈
三
重
県
〉
森
田
治
生
〈
京
都
府
〉
木
畑
紀
子
〈
大
阪
府
〉
礒
川
朋
美
・
田
中　

泉

〈
奈
良
県
〉
米
田
郁
夫
・
米
田
靖
子
・
山
添　

葵
・
山
添
聖
子
〈
鳥
取
県
〉
石
田
信
夫
・

瀬
尾　

恵
・
中
村
麗
子
〈
広
島
県
〉
久
保
田
智
栄
子
〈
山
口
県
〉
鈴
木
千
登
世
〈
愛
媛

県
〉
豊
田
桂
子
〈
福
岡
県
〉
大
野
英
子
・
中
村
仁
彦
・
藤
野
早
苗
〈
佐
賀
県
〉
谷
貝
香

織
〈
長
崎
県
〉
立
石
千
代
女
・
安
田
博
行
〈
熊
本
県
〉
岡
田
万
樹
・
新
屋
希
子
〈
宮
崎

県
〉
荒
巻
睦
代
〈
鹿
児
島
県
〉
丸
山
克
介

グ
ル
ー
プ
歌
会
・
全
体�

高
点
歌
一
覧

　

表
彰
基
準
：
上
位
三
位
以
内
且
つ
最
大
五
名
を
表
彰
。

グ
ル
ー
プ
選　

記
名
は
順
位
昇
順
・
同
順
の
場
合
は
五
十
音
順

Ａ
グ
ル
ー
プ　

�

一
位　

山
添
聖
子
、
二
位　

伊
沢　

玲
、
清
水
美
里
、

山
添　

葵

み
ず
う
み
の
気
配
を
ま
と
う
青
イ
ン
ク
近
江
の
友
の
手
紙
は
汀

 

山
添
聖
子

窓
を
背
に
編
み
物
を
し
て
ゐ
た
母
の
肩
の
丸
み
の
い
ち
ご
大
福

 

伊
沢　

玲
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ら
離
れ
る
こ
と
等
々
、
多
く
の
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。 

（
伊
沢　

玲
）

Ｂ
グ
ル
ー
プ
歌
会
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）
報
告

　

前
中
映
氏
の
司
会
で
テ
ン
ポ
よ
く
、

か
つ
参
加
者
が
感
想
や
批
評
を
話
し
や

す
い
雰
囲
気
で
進
行
し
た
。

・ 

あ
ざ
や
か
な
落
日
の
い
ろ
植
民
地

〈
セ
イ
ロ
ン
〉
の
名
を
遺
す
紅
茶
は

　

題
材
に
落
日
・
セ
イ
ロ
ン
（
現
地
の

言
葉
で
ラ
イ
オ
ン
の
意
）・
紅
茶
な
ど
、

色
彩
の
美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
描
写
を

評
価
す
る
解
釈
も
あ
れ
ば
、
歴
史
を
ふ

ま
え
た
落
ち
着
い
た
詠
み
を
評
価
す
る

解
釈
も
あ
り
、
重
層
的
に
楽
し
め
る
一

首
と
し
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

・ 

読
点
の
や
う
に
煙
草
を
吸
ひ
て
を
り

古
き
映
画
の
男
ら
は
み
な

　

古
き
映
画
の
「
古
さ
」
が
解
釈
に
よ

っ
て
わ
か
れ
た
。
白
黒
映
画
を
想
起
し

た
解
釈
も
あ
れ
ば
、
カ
ラ
ー
映
画
の
中

で
タ
バ
コ
の
火
が
赤
い
点
の
よ
う
に
灯

っ
て
い
る
画
を
想
起
し
た
と
い
う
解
釈

も
あ
っ
た
。
読
み
の
多
様
性
を
誘
う
よ

う
な
一
首
。

・ 

握
れ
な
い
色
鉛
筆
の
し
ゅ
ん
し
ゅ
ん

と
生
き
残
っ
て
る
命
み
た
い
だ

　

初
句
が
短
く
、
そ
の
理
由
や
背
景
を

読
者
に
考
え
さ
せ
る
と
い
う
意
味
に
関

す
る
解
釈
が
出
た
ほ
か
、
三
句
の
「
し

ゅ
ん
し
ゅ
ん
」
と
い
う
擬
音
に
込
め
た

意
図
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が

出
た
。

　

ス
ム
ー
ズ
な
進
行
に
よ
り
、
評
の
終

了
後
も
作
者
へ
の
質
問
タ
イ
ム
が
も
う

け
ら
れ
、
表
現
と
読
み
方
の
差
異
に
つ

い
て
議
論
し
た
。 

（
小
笠
原
麻
美
）

Ｃ
グ
ル
ー
プ
歌
会
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）
報
告

　

二
十
八
首
を
四
野
宮
和
之
氏
司
会
の

も
と
で
批
評
。
一
首
を
二
人
が
評
し
、

選
者
二
人
が
講
評
を
述
べ
た
。

き
っ
と
も
う
覚
え
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
ら
初
め
て
話
す
よ
う
に
話
し
た

 

清
水
美
里

放
課
後
の
教
室
に
吹
く
風
の
名
を
友
と
考
え
て
た
十
五
歳

 

山
添　

葵

Ｂ
グ
ル
ー
プ　

�

一
位　

田
中　

泉
、
二
位　

立
石
千
代
女
、
三
位　

尾
崎
潤
子
、
白
川
ユ
ウ
コ
、
善
如
寺
裕
子

あ
ざ
や
か
な
落
日
の
い
ろ
植
民
地
〈
セ
イ
ロ
ン
〉
の
名
を
遺
す
紅
茶
は

 

田
中　

泉

読
点
の
や
う
に
煙
草
を
吸
ひ
て
を
り
古
き
映
画
の
男
ら
は
み
な

 

立
石
千
代
女

は
る
ば
る
と
南
の
島
よ
り
届
き
た
る
〈
み
き
〉
は
濃こ
ん

漿づ

の
し
ろ
き
か
が
や
き

 

尾
崎
潤
子

一
枚
に
お
さ
ま
ら
な
く
て
便
箋
は
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
の
よ
う
に
重
な
る

 

白
川
ユ
ウ
コ

行
合
の
空
に
鰯
の
群
れ
あ
り
て
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
一
枚
ほ
ど
の
憂
鬱

 

善
如
寺
裕
子

Ｃ
グ
ル
ー
プ　

一
位　

吉
本
美
加
、
二
位　

国
崎
萌
子
、
谷　

真
樹

子
の
噓
に
気
づ
か
ぬ
ふ
り
を
し
て
剝
が
す
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
の
底
の
銀
紙

 

吉
本
美
加

菜
の
花
ス
ム
ー
ジ
ー
ぞ
る
ぞ
る
と
飲
む
死
に
た
い
と
母
に
何
度
も
言
つ
た
身
体
で

 

国
崎
萌
子

酒
蒸
し
に
な
る
と
も
知
ら
ず
水
管
を
ゆ
あ
ー
ん
と
伸
ば
し
く
つ
ろ
ぐ
浅
利

 

谷　

真
樹

Ｄ
グ
ル
ー
プ　

一
位　

榛
葉
貞
代
、
二
位　

大
西
淳
子
、
柴
田
佳
美

ハ
ン
カ
チ
の
広
さ
ほ
ど
な
る
日
だ
ま
り
に
さ
く
ら
猫
来
て
空
を
見
て
ゐ
る



147

・ 

夫
を
待
つ
従
妹
に
初
め
て
声
を
か
く

十
五
年
目
の
こ
の
春
の
日
に

　

な
ぜ
十
五
年
目
か
と
疑
問
が
呈
さ
れ

る
中
、
東
日
本
大
震
災
の
歌
で
は
な
い

か
と
の
読
み
が
示
さ
れ
た
（
の
ち
に
自

解
）。
そ
れ
な
ら
ば
「
三
月
十
一
日
」

と
具
体
的
に
日
付
を
示
す
こ
と
で
歌
意

が
立
ち
上
が
る
と
の
助
言
が
あ
っ
た
。

具
体
的
な
事
物
の
扱
い
方
は
他
の
歌
で

も
多
く
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

・ 

帰
り
ゆ
く
鳥
た
ち
に
向
け
匂
や
か
に

白
も
く
れ
ん
は
拍
手
を
お
く
る

　
「
か
行
」
が
八
音
、
中
で
も
「
く
」

が
五
音
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
。

短
歌
に
は
意
味
で
読
ま
せ
る
も
の
も

「
韻
律
＝
言
葉
の
響
き
の
音
楽
的
な
快

さ
」
が
魅
力
の
も
の
も
あ
る
。
韻
律
を

活
か
し
た
歌
づ
く
り
に
も
挑
戦
を
、
と

い
う
言
葉
が
心
に
残
っ
た
。

　

高
野
公
彦
氏
は
講
評
の
中
で
「
推
敲

の
大
切
さ
」
を
繰
り
返
し
述
べ
て
い
た
。

推
敲
の
力
を
つ
け
る
に
は
い
い
歌
を
知

る
必
要
が
あ
り
、
宮
柊
二
は
じ
め
、
与

謝
野
晶
子
、
斎
藤
茂
吉
、
北
原
白
秋
、

佐
藤
佐
太
郎
な
ど
の
近
代
短
歌
を
読
む

の
が
よ
い
と
の
こ
と
。
作
っ
た
歌
は

「
う
っ
と
り
三
分
、
推
敲
（
最
低
で

も
）
三
日
。
推
敲
不
足
は
罰
金
」
を
胸

に
刻
ん
だ
二
日
間
だ
っ
た
。

 

（
吉
本
美
加
）

Ｄ
グ
ル
ー
プ
歌
会
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）
報
告

　

瀬
尾
恵
氏
の
司
会
で
進
行
。
簡
単
な

自
己
紹
介
の
あ
と
、
一
首
に
つ
き
会
員

一
名
、
選
者
二
名
づ
つ
の
批
評
を
基
本

と
し
て
計
画
的
に
行
わ
れ
、
最
初
か
ら

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
意
味
は

よ
く
わ
か
る
が
言
葉
が
多
す
ぎ
る
、
言

葉
が
少
な
く
て
意
味
が
分
か
り
に
く
い
。

ま
た
、
言
葉
そ
の
も
の
が
難
解
な
ど

様
々
な
批
評
が
出
た
が
、
得
点
数
の
高

い
歌
は
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
か
っ
た
よ

う
だ
。

・ 

す
れ
ち
が
ふ
腕
時
計
み
な
そ
の
中
に

光
と
ど
か
ぬ
深
海
を
持
つ

Ａ
評
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
を
詠
ん

で
い
る
よ
う
で
良
い
。

Ｂ
評
、
気
分
は
わ
か
る
が
腕
時
計
は
人

に
よ
っ
て
違
う
か
ら
、
ど
の
様
に
深
海

と
結
び
つ
く
の
か
。
ア
ッ
プ
ル
ウ
ォ
ッ

チ
な
ら
わ
か
る
。

・ 

ハ
ン
カ
チ
の
広
さ
ほ
ど
な
る
日
だ
ま

り
に
さ
く
ら
猫
来
て
空
を
見
て
い
る

　

Ａ
評
、
シ
ン
プ
ル
で
良
い
。
も
の
寂

し
さ
を
感
じ
る
。
絵
画
的
。
狭
さ
を
言

う
の
に
「
ハ
ン
カ
チ
」
が
良
い
。

 

榛
葉
貞
代

結
婚
が
よ
い
と
か
ぎ
ら
ぬ
世
に
あ
り
て
雛
人
形
の
男
雛
も
飾
る

 

大
西
淳
子

す
れ
ち
が
ふ
腕
時
計
み
な
そ
の
中
に
光
と
ど
か
ぬ
深
海
を
持
つ

 

柴
田
佳
美

全
体
選　

�

記
名
は
順
位
昇
順
・
同
順
の
場
合
は
五
十
音
順
、
作
品
前
掲
の
場
合
は
割
愛
。

一
位　

小
島
ゆ
か
り
、
吉
本
美
加
、
二
位　

田
中　

泉
、
三
位　

伊

沢　

玲
、
立
石
千
代
女

蜘
蛛
の
子
の
足
し
な
や
か
な
晩
春
の
日
ご
と
に
戦
地
ひ
ろ
が
る
地
球

 

小
島
ゆ
か
り

大
会
詠
草
（
作
者
名
は
五
十
音
順
、
作
品
前
掲
の
場
合
は
割
愛
）

〈
小
島
ゆ
か
り
選
〉�

新
屋
希
子
、
立
石
千
代
女
、
田
中　

泉
、
福
島
健

太
郎
、
山
添　

葵

す
べ
か
ら
く
言
は
ず
も
が
な
で
行
く
べ
し
と
お
茶
あ
つ
け
れ
ば
ふ
ー
ふ
ー
し
て
飲
む

 

福
島
健
太
郎

春
畑
の
山や
ん

伏ぼ
し

塚づ
か

に
鴉
ゐ
て
ま
じ
な
ふ
ご
と
く
羽
ひ
ろ
げ
た
り

 

新
屋
希
子

〈
高
野
公
彦
選
〉�

川
端
冨
起
子
、
闘　

苦
朗
、
中
津
川
勒
坐
、
西
嶋
圭

子
、
北
条
忠
政

三
年
間
施
設
に
暮
ら
す
九
十
五
の
母
は
「
御
負
け
の
人
生
」
と
言
い

 

川
端
冨
起
子

来
年
も
き
っ
と
会
お
う
と
高
三
の
明
る
い
声
の
古
稀
ク
ラ
ス
会

 

闘　

苦
朗

鄙
を
出
て
都
で
人
と
競
り
あ
ひ
ぬ
蜂
に
は
な
れ
ぬ
蚊ぶ
ん
ば
う虻

な
が
ら

 

中
津
川
勒
坐
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Ｂ
評
、
具
体
的
な
例
え
が
生
き
て
い

る
。
結
句
が
味
気
な
く
、
選
択
肢
が
あ

る
。

　

そ
の
他
、
一
首
に
盛
り
込
み
過
ぎ
ず

薄
め
る
。
カ
タ
カ
ナ
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
は

品
が
な
く
な
る
。
決
ま
り
す
ぎ
は
危
な

い
。
「
ね
ま
る
」
と
い
う
方
言
等
、
勉

強
に
な
っ
た
。 
（
中
村
敬
子
）

　

大
会
を
終
え
て

　

全
国
大
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
昨
年
の
大
会
を
経
て
い
た
だ
い
た

ご
意
見
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
・
参
加
体
制
を
柔

軟
に
す
る
・
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
や

配
信
の
取
り
組
み
な
ど
を
試
み
つ
つ
、

「
コ
ス
モ
ス
の
大
会
に
来
た
」
と
感
じ

て
い
た
だ
け
る
大
会
に
す
る
。
そ
の
試

み
の
第
一
歩
が
本
大
会
で
し
た
。

　

初
め
て
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
も
大

変
多
く
、
例
年
以
上
に
新
鮮
な
雰
囲
気

を
感
じ
さ
せ
る
大
会
に
な
り
、
メ
イ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
グ
ル
ー
プ
歌
会
は
も
ち

ろ
ん
、
１
日
目
・
２
日
目
い
ず
れ
の
パ

ー
テ
ィ
で
も
地
域
・
世
代
を
超
え
た
交

流
が
盛
ん
だ
っ
た
印
象
で
す
。

　

何
よ
り
も
、
川
野
里
子
さ
ん
と
小
島

ゆ
か
り
さ
ん
に
よ
る
対
談
は
、
会
場
で

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
で
ご
覧
い
た
だ
い
た
方

か
ら
も
嬉
し
い
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
ま
し
た
。
対
談
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

九
月
十
四
日
発
売
の
雑
誌
「
歌
壇
」
10

月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
参
加

さ
れ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
参
加
の
難

し
か
っ
た
方
も
大
会
の
雰
囲
気
に
触
れ

て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

運
営
の
面
で
負
荷
を
お
か
け
し
た
点
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
点
が
多
々
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
点
は
も

ち
ろ
ん
、
来
年
以
降
の
大
会
に
活
か
し

て
い
き
ま
す
。
来
年
は
久
し
ぶ
り
の
土

日
開
催
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
参
加

さ
れ
た
方
は
来
年
も
、
そ
し
て
ま
だ
ご

参
加
さ
れ
て
い
な
い
方
は
来
年
こ
そ
是

非
、
大
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

 

（
宮　

梓
一
）

半
世
紀
経
て
も
切
れ
味
変
は
ら
ざ
り
遺
品
と
な
り
し
は
は
の
裁
ち
ば
さ
み

 

西
嶋
圭
子

忘
れ
た
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
許
さ
れ
る
九
十
四
は
免
罪
符
な
ら
む

 

北
条
忠
政

〈
桑
原
正
紀
選
〉�

小
島
な
お
、
小
島
ゆ
か
り
、
榛
葉
貞
代
、
武
井
恵
子
、

吉
本
美
加

花
は
鐘　

散
り
な
が
ら
鳴
る
戦
争
を
載
せ
た
手
の
ひ
ら
見
せ
て
回
っ
た

 

小
島
な
お

日
本
語
教ク

ラ
ス室
に
「
さ
く
ら
ぜ
ん
せ
ん
」
を
覚
え
た
る
蔡ツ

ァ
イさ
ん
は
恋
を
し
て
ゐ
る
や
う
だ

 

武
井
恵
子

総
合
誌
掲
載
情
報

　
「
短
歌
」
2
0
2
6
年
7
月
号
（
角
川
文
化
振
興
財
団
）
既
刊

　
「
歌
壇
」
2
0
2
6
年
10
月
号
（
本
阿
弥
書
店
）
2
0
2
6
年
9
月
14
日
発
売

二
〇
二
七
年
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
全
国
大
会

　

会
場　

東
京
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

　

日
程　

二
〇
二
七
年
六
月
一
二
日
（
土
）・
一
三
日
（
日
）
予
定

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
開
催
が
近
づ
い
た
折
に
本
誌
に
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。


